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研究の概要 
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ディティール検討 

●基本物性評価の測定 
・熱伝導率,吸水率,シーリング付着性の測
定と評価 

●外張断熱工法への適用に関する検討 
・各種断熱材を用いた外張断熱工法の外装材取付方法の検討とシステム開発 

●通気層同等性能の検証 
・実験室における放湿性能の検討 

●Open Jointの検討 
・開口部を含む壁体の水密・気密試験による評価 
・開口部を含む壁体の複合劣化促進による評価 

屋外暴露による耐久性評価 

・フィールド実験による放湿性能の検
討と通気層の評価 

●耐久性の検討 凍結融解試験による基材及び塗膜の耐凍害性の評価 

実建物への試行 

ディティール検討 

実建物への試行 現状の課題の整理 

現状の課題の整理 

現状の課題の整理 

平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 

多機能窯業系サイディングを用いた高耐久壁工法の開発に関する研究 
                     

共同研究機関名 旭化成㈱、旭化成建材㈱ 
               担当部科    居住環境科、生産システム科 

研究の目的 外装材は高耐久で長期的な防水性能を有し、施工性が良くローコストであることが望まれま
す。共同研究者の旭化成株式会社では高耐久な窯業系基材のサイディングを開発しており、これを用いた

高耐久壁工法として技術開発及び性能検証を行うことを本研究の目的とします。 
本年度は、基材に関する凍結融解性能試験、目地・開口部周りに関する水密性試験、複合劣化試験、実建

物への試行を行った。 

研究の結果 この研究は平成１３年度から１５年度までの３年間の研究です。これまでの結果を以下に示
します。 

・凍結融解試験については 600 サイクル終了時点で厚さ変化などが見られなかった 

・水密試験を行い、オープンジョイントのための基礎データを収集した 

・複合劣化試験を行いシーリング部、目地部、基材部とも目立った変化は見られなかった 

次年度は、凍結融解試験の継続、屋外暴露試験の継続、オープンジョイントのディティール検討、放湿性

能試験等を行う予定です。 

 

活用方法・成果  今年度は研究の中間年度のため、最終的な成果は出ていませんが、この研究で
得た試験結果と成果は共同研究相手と共有し高性能な窯業系サイディングの普及に用います。
また、当研究所の成果として技術者への情報提供や技術指導を行うと共に、今後の研究に活用
していきます。 
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